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概要　1）　分娩発来機構解明の た φ，そ の閑与が考客られ為ク茸ギ妊娠子富お よび 各種臓器 の 組織中 の PG 　E
，，

PG 　E，，　 PG　 Fpm に つ い て ，分娩前 日，分娩当日，分娩中の 動態を検討 した ．

　2）　家兎 の 複子宮を実験材料 に用 い る こ とは ， 異な・る時期で ， 同
一

個体に つ い て，PGs の 動態を検討出来 る

の で
， 好都合の 材料である．

　3）　PGs は RadioirnMdirioassyで 測定 し た ．
「．．

　
「
　

’．
1

　4）　血液中，羊水 中の PGs の 測定 は ， 分娩発来機構解明の た め に は ， 本質的な もの で は ない ．

。膿 難 繧鍛1顯鑛騰 議で繍欝 欝 鍬 鴇購譲黥 善課！続
い る の で は な い か と考 え られ る ．PGEl ・PGE

， もまた 子宮収縮 の 役割 を果し て い る と考 え られ る．

Synopsi5 　 弖）　The 　 st．iKlies；wGre 　perfbrmed　to　ducidate　the 　 m   hanism 　of　ons ¢ t　of　labor．　 It　 was 　in−
vestigated 　in　relation 　to　the　movement 　ot 　prostag置andins ．in　i孕dividua正 t蛤su

§
s　of 　pregnant　rabbits 　befbre

and 　after 　labor　with 、the　onset 　of 　14bor．

　2） The 　rabbit 　uterus
’
dupl¢ x 　used 　is　coaveni   ごm 旦廊 al　to　investigate　the　movement 　of 　P〔蕗 in　the

same 　rabbit 　at 　the 　diHferenじterm 乞　 ・．　 　 　　 　
”

　3）　The 　concentrations 　of 　PGs 　were 　Iheasured 』y　R ！A：

。 2、。濫器濫欝
  PGs ’

ゆ
b卿 d

．
a呻 ’遡     t 黼 止’証 恤 ψ 槲 nt 伽 t 

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　 ，　　　　 　　　　　　　 ロほ’

　5）　From 　the 　results 　of 竚he　PGs・．values 、．b¢ 籔）ゴe　and 　efte 【 ！abor
，
　we 　have　been　conside だd　that　the　relative

PGs 　at 　the　onset 　of 　labor　were 　PG 　E ，　and 　PG 　E，　in　the，placenta．　 We 　infer　that，？G 　F2α　plays　a 　leading　role
in　uterine 　connracdon ，　because・the 　large　4興 ount 　of 　Pq．Fxq，　presented　in　decidual　parietalis　dur三ng 　delivery，
and 　PG 　EI　and 　PG 　E2　play　a　rolc 　in，uterine 　cont 姐 G丘o靱 too．
Key 　w ・ rd ・ ・ On ・et ・f　lab6・・沁 E 、

・PG
’
・

’
E

，
・戸G 場 6搬 ・ent 。

　　　　　　　　　 は じめ に

　われわ れは 分娩発来機構 ， 妊娠子 宮収縮弛緩機

構 ， 子宮頚管軟化機構とを それぞれ関運さ嘩なが

ら研究 を進 め て い る ．妊娠 子宮筋収縮弛緩機構 に

つ い て は ， 加藤
鋤

が 第 22回、H ，本産科婦人科学会

総会 （1970）に て宿題報告 と しで，そめ成績を発 ．

表 し て い る．　　　　 「　　　　　　　
”

　 Prostaglandins が分娩に 関与 し て い る こ とは ，
　 　 　 　 　 　 　’　　　　　　　　　　　け ，ニ
多 くの研究業績に よ り推定され て い るが

，
Prosta−

19
‡a瞭坤 が妊媚

し分娩の 全時期を通 じ て，ど の時

慮路 、ξ
の 綿織 ・揚 所丁

’−1 どの 様に し て
， そ の 役

．割を果 して い る の か は ，

．
確認されて い ない ．

　 わ れわ れは
．
分娩発来機構の 解明 の 一段階 と し

て
， 分娩発来前後に お い て ，どの PGs が， どの
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ー

臓器組織で， どの よ うに 関与 し て い る の か を知 る

目的で
，

こ の 実験を行つ た．

　実験材料 として妊娠家兎を用 い，そ の 母体と胎

児の組織中の Prostaglandin　E
、 （PG 　E

、），
　 PG 　E

、 ，

PG 　F
、a を Radioimmunoassay で 測定 し ， 分娩前 ，

分娩中の各組織で の PGs の 動態を観察 し，か つ ，

そ の 意義に つ い て 考察を加 えた ．

　　　　　　　実験材料及び方法

　1． 実験材料 ：妊娠末期の 家兎の複子宮の 夫 々

を用 い た・先ず開腹 レて
，．

一
側の狂嫉子宮角を摘

出 し
， 分娩前 の control 値測牢に 殊し た ．そ の ま

ま
一

旦 腹壁を閉 じ，経過を観察 し，やが て胎児を

分娩 し始め た時 ， 残 して おい た分娩進行中の他側

子宮角を摘出 し ， 測定材料に 供 した．
層

　開腹時の 麻酔薬は ， pentobarbital　s・dium 静脈

麻酔薬を ，
0．5ml！kg 静注投与 し た ．

　2．
．

比較検討した組織 ：   子宮筋   胎盤

実質部，
、 

』
胎盤基底部，   卵膜 ，   羊水，

  母体血清   胎児血清，  胎児副腎 ，  

胎児肝臓   胎児肺臓 で ある．

　3． Prostaglatrdins測定法 ：各組織中の PG 　E
、，

　PG 　E2
，
　PG 　F2a は

， 稲川 ・平 田 らの 方法
且）2）

で 抽

出精製し，
Radioimmunoassay に よ り測定 した．

　稲川 ・平 田 ら，O 抽出お よび 精製法 を図 1 に 示

す ・ ．　　 ，．　．／t

　4． 測定材料摘出時期 ： 測定に 供 し た子宮角を

摘出
．
した時期は ， 分娩前 日 ， 分娩当 日， 分娩直前

15分前 ，
．分娩中で あ る．　 ゼ

図 1　The　scheme 　for　extracgon ，　purificadon
’
atid 　identi且cation 　of 　PGs
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1

就

sarnple ：．　folchs〕；1 ：20

一
protem

−
＿ 1

量nso 置uble 　residue

−
nonlipids

rnix　4nd 　stand 　by（30min ）
asp 廿ating 眦 a匸ion　and 　washing 　With 　Fqlch ．

Mtrate

　 evaporation 　tく）dryness　under 　hlgh　vacuum 　at　40
°

　 dissdve　in　LPb，5ml
　 aspirating 丘1tration　and 　washing 　with

’LP

filtrate（7〜10 π蛆）

lipids

詞
loWtrl　phaseI

dute　from　the 　Sephadex 　G ・25　co 旦umnc
）With　LP

duted　solutien （25〜30ml ）

　 evapora “on 　to　dryness　umder 　hi帥 vacuum 　at 　40
°

　 di舘 o 且ve 　in　G （コ45ml 　　　　　
．
　　

・
　 add 　10ml　of　water 　and 　shake 　violサntly

　   舳 9・ti・・ （3・000・p叫 10
甲ゆ

upper 　phaseadjust

　at　pH　3．O　with 　lNH α

add 　10ml 　of 　ethyl 　acetate 　and 　shake 　vidcnt 正y
  n ロifugation（3，00◎rpm ，10min）　．

upper 　phaseadd
’2mllof　MeOH 　and 　200μI　of　INNH40H ，　afid

’

shako 　Vidcntly
evaporadon 　to　dry夙ess　under 　high「vacy ，um 　at 　IOe

re訂duc（＝ tota【PGs）
　ITLC

の

a 》 The　mixture 　CH α3−CH30H （2 ： 1，　by　volume ）
b｝ LFmeans 　lo鴨 r　ph△ge　 th2it　lbロ ned 　by　 the　 mixt  

．
CH α 3 ：CH30H ： H （｝ acidi 丘ed 　w 乞t 

』

　．（pH 　3．Q）『200 二 100 ：75，　by　vglu 皿 c
，
　and 　UP 　m じans 　upper 　phasc，　　　　　　　　　　　、．、

・｝ S6ph2d ・ ・ （ト25（fi・ ・）皇5　g　was
「
s。 ・tied… 魄 h・ i・ 夏0σm1 ・ f　UP．　 n ・ 。 ・1… 蹴 ・・ 1・・Ck・d

　 by　pipetting　a 　 sufficient
’
　Volume 　 o 紬 e ・Slu・ ry 　of 　swo 随e 血 脱phad 。x 　beads　iat。 。hi。mat 。graphy

溜 器細 鷭 舗 留艦 諾識 畿男｝、誌濃 畿翻 諸 躍
認 朧 畿 騾 慧、灘 糖 蹄 謙畿認 縲 離 盤謙 誰：

己｝ Dcvdoping ・solvcnt 　sysmlc   ；CH α 3 ：EtOAc ： EtOH ： AcOH ；200；200 ：40 ： 10，　by　volume ．
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　5．，表中数値は ， 特に 断 りの な い 限 り， 各時期
’

毎 家兎 3 羽〜 7 羽 の それ ぞれの 測定値 の 平均 を

求め て
， prostaglandinsの 動態の 傾向を観察 し，

検討 した ．

　　　　　　　　 実験成績

　1． 妊娠家兎母体血清中 の pCs の動態 （表 1）

　分娩前 日， 分娩当 日 ともに PGF
、、 よ りも，

PGE
、，

PGE2 の 方が高値を示 した．しか しヂ 両

時期 に よ る変動は 有意差が なか つ た ．分娩中 etは

む し ろ低値を示 した ．母体血清中 の PGF
， e 量は

微量 で あつ た ．また ，後述 の著明な高値を示す他

臓器組織と比較す ると母体血清中の pqs は 低値

で あつ た．　　　　　　　　 ．

　2．
’
羊水中の PGs の動態 （表 1）

　羊水 中 の PGs 量 は微量 で あ る ： PGs は分娩当

日は，分娩前 日 よ りは増量 して い るが量 は多 くな

い ．PG 　F ， ． よ り，
　 PG 　EI

，
　PG ；E2 の 方が分；娩当日

の変化が大 きい こ とを示 し た ．PGE が陣痛発来

の 主役を果 して い る の で は な い か と考えて い る．

　3．
．
胎盤附着部子宮筋中 の ，PGs の 動態 （表 2 ）

　子宮筋の 場合，分娩前 日は PGs 量は
， 全て低

値で あつ た 分娩当日に は PGE は 増量す る が
，

特に PGE
、 量が 高値を示 した．分娩中は ，

　 PGE

量は ほ崢不 変で ある が ，
PGF2

。 の み 更に 増量 し

た ．しか し， 絶対量 は多 くな い ． 次項 に 示す如

く，胎盤鮒着部 の子宮筋 と非附着部の 子宮筋中の

PGs ．量φ増溝め傾向は 同一
であつ た ．

　 4． 胎盤非附着部子宮筋中 の PGs の 動態 （表

2 ）

　分娩当日 PGS は増量を示 し た ．　 PG 　Fz
、 は分

娩中も更に 増量 を示 した ．

　5． 胎盤実質部中 の PGs の 動態 （表 3
’
）

　他 の 臓器組織 の 場合 と異 なり ， 既に分娩前 日に

か なり多量 の
・PGs　S を認め た ．分娩当 日は ，

　 P儲

は 署 し く増量 し，，特に PGE
エ，

PGE2 の 増量は 著

明 で あP た ．PGF2 。も他 の 臓器 の 場合 と比較する

と増量 して い る，・
・
しか し，絶対量 と して は ，PGEs

に 比較する と ， そ れ程高値で は な か つ た．PGES

と PGF2 。の 傾向と し て 興味ある こ とは ， 分娩中

に は 一PG 恥 は 減量 して い るが
，
　 PG 　 F2

。 は 減量せ

ず ノ｝：他 臓器  傾向 とは 異な り，

．
む しろ増加を示 し

・

た こ とで ある ．　 　 　 　 　 、　 i

表

：n 、島濫監鴫盤
  岫

卿
翻

唖 典酬

r
？GEI 　　　 PGE2 　　　 PGF2

α　　　　　　　　　　．

MaternaE紺 um

　　1day 　prior．to　de賦very
「

day
』
・f　dchv甥

38 ．93　　　　　　32．28　　　　　　　6 ．20　　（ng ／副 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
41．77　　　　　　　30．04　　　　　　　

18
．17

du吋  d蜘 y，　 　 ・ 14．ミ0　　　　　　11．20　　　　　　
．
2 ．80

1day 　pd （獣 むdelivery 4．40　　　　　　0、80　　　　　　0．10　　（n藪ノml ）

A皿ni。t童C 且uid day 。f　dφiv明 13．60　　　　　　　38．90　　　　　　　　6 ．43
1．」　　　　　　　　　　　　　　　　　1

during　d曲 ery 9．85　　　　　　26．96　　　　　　　9，51　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0
1day　pdor 　to　delivery 27 」93　

『
　　　　 25．40　　　　　　iO．50　　（ng ／m 且）

FetaE　membra ロeday 　of　dd 三very 17．10　　　　　　32．70　　　　　　　8．73
d吶 gddivew 18．20　　　　　　43 ．15　　　　　　12，QO

表 2　 The 　mOVemept 　of 　PGs 　in　uterine 　muscte 　of 　rabbit

PG 　EI　　　 PG 　E2　　　 PG 　F2α

Utedne 　 musde 　be且OW

the　placental 　5ide

夏day　p貞or ｝to．ddiv肛 y
day 　of 　ddivery

dudng　delivα y

　4，1　　　　　　　　6LO　　　　　　　　　l．3　　　（ng ／g）
10．1　　　　　　　63 ．5　　　　　　　　5 ．5
乳5，5　　　　　　　　65 ．5　　　　　　　　15．2

Uterine　 mdsde 　other

thap　the　p  蹴 a工．
side

Iday　prior　to　ddivery
day σf　dehvery
during　ddivery

　6 ．13　　　　　　　2．80　　　　　　　0 ，75　　（ng ／g）

11．08　　　　　　56，30　　　　　　19，63
32．0　　　　　　　53．0　　　　　　　43．9
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表 3　The 　movement 　of 　PGs　in　pla  nta 　and ．decidua　parietalis

PG 　EI　　　 PG 　E2　　　 PG 下 2α

P協 centa

艶 tal　 side

　blday
　prior　to　ddivery

day ・f　de旺v   y

durユng 　de肚very

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．コ
　58．25

．
　　　　 50．03　　　　　　16．60　 （ng ／g）

462 ，00　　　　　423，96　　　　　　33．50
208．00　　　　　402．23　　　　　　4貫．30

Placentamaternal
　 side

day　of　de丘very

d面 ng 　ddivery

65 ，59　　　　　 72．99　　　　　　17．56　〈ng ／g）

17．85　　　　　　75．45　　　　　　17．51
’

Dedduapadeta

駈s

lday 　pdor 　to　ddivcry
day　of　ddiveワ
dud

 
de且ivery

14．00　　　　　　21．10　　　　　　　6．36　　（ng ／g）

24．45　　　　　　22．70　　　　　　44．05
27 ．87　　　　　　30 ．26　　　　　　85．60

…
ー
ヨ

　分娩開始直前に ，
PGEs が 著増 する こ とは

，

PGEs の役割は 分娩誘発に 蘭与し ，
、　PG 　F

，a が分

娩中更に増量す る と い うこ とは ，PGF
、、 の 役割

は分娩誘発 よ り
．
も，分娩時子宮収縮に大きく関与

し て い る の で はな い か と考えて い る．分娩の 引金

と して，分娩の ス タ ートの 時，強 い 力 とな る の は

PGEs と考 えて い る．

　 6ボ 胎盤i基底部の PGs の動態 （表 3 ）
1

　胎盤基底部 の PGs の 量 は， 胎盤実質部ほ ど高

値を示 さなか つ たが ，
PGs の 動態の 傾向は 胎盤実

質部 とほ ぼ同様 で あつ た ．

　7． 壁脱落膜部分 の PGs の 動態 （表 3）

　分娩当 日に PGs は 軽度増量する． こ の 組織の

特長は 分娩中 の PGF2 。r の 増量が著明で あつ た こ

とで ある．胎盤が着床 して い な い部分の子宮筋に

接続 して い る脱落膜部分の PGF
、，，

　h：分娩時 ， 特

に 高値を示 した とい う特長は ，
PGF

、、 は子宮収

縮その もの の 役割が 大きい 物質で ある と考え られ

る．

　8． 卵膜 （羊膜十絨毛膜）中の PGs の 動態 （表

1）

　卵膜中 の PGs は 大 きな変動を示 さなか つ た．

卵膜は分娩発来 ， お よ び子宮収縮に は 殆ど関与 し

て い な い もの と考 えて い る ．

　 9． 胎児血 清中 の PGs の 動態 （表 4 ）

　分娩前 日は PGs は 微量存在 す るの み で ある．

分娩 日に な る と PGE
、，

PGE2
，
PGF2

。 は とも に

増量す るが，量的に は 多 くな い ．

　分娩当 日と分娩中 と の 比較で も殆ど差を認め な

か つ た ． 胎児血 清中の PGs は 分娩発来に 関与 し

て い ない もの と考 えて い る ．

　 10．胎児肺中の PGs の 動態 （表 4 ）　
’

　胎児肺臓中の PGs は 量的に も少な く， 各時期

間の 差 も認め られなか つ た ．分 娩発来に は 関与 し

て い な い と思わ れ る．　　　　　　　
．

　 11．胎児肝臓中の PGs の動態 （表 4）

　胎児肝臓中の PGs は少量で ある．PG　E
、，
　PG 　E

、

は分娩当日増量を示 した が ， 他の 著明な増量を示

し た 臓器組織に 比較す る と，有意な程の 量は認 め

られな か つ た．分娩発来に は 関与して いな い と考

え て い る ．

　 12．胎児副腎中 の PGs の 動態 （表 4）

　胎児副腎は非常に 小 さい た め，実測値を他臓器

との 比較上 g 当 りに 換算 して表に 示 した．他の 組

織 の PGs の それぞれ の 実測値は ， 個体間 の 大 き

な差は 認め られ なか つ たが ， 胎児副腎の 場合は ，

PGs 測定値の 個体差が非常に 大きか つ た 。　 PGs 含

有量が他臓器 に 比較 し て 非常 に 高 い こ とは ，副腎

の PGs に 共通 した 事実で ある ．　 P
’
G 　Ei

，
　PG 　F2

。 の

値は
， g 当りに換算する と大変な高値を 示 し，特

に PGE
エ は著明な高値を示 した ．妊娠家兎 7 羽

を実測 し，全例 とも同様の 高値を示 した ．分娩当

日も高値で は あるが
， 他 の 臓器組織と異な り， 分

娩前 日に最高値 を示 し，分娩当 日は，む しろ減量

し た ．胎児副腎の こ れ程 の 高値が
， 果 し て分娩発

来 と関係する もの である の か．若 し関係があ るな

らば ， どの よ うに 関係して くるの か は 不 明で あ る

が ，
PGs の 含有量 が非常に 高い こ とは

， 副腎が何

らか の 意味で ， 活発な活動を して い る と考え て い

る ．　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・
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表 4　 The　movernent 　of 　PGs 　in　fetal　5erum ，　fetal　lung ，
　fetal　liver　and 恥tal　adrenal 　of 　rabbit

PG 　EI　　　 PG 　E2　　　 PG 　F22

lday 　phor 　to　ddiv蟹 y 8 ．50　　　　　　3 ，05　　　　　　　L65 　　（ng ／nU ）

Feta五serum day　of　ddivery 25．70　　　　　　22 、80　　　　　　　6，80
du中94di ・ 鉱 y 、、 23 ．40　　　　　1（…、30　　　　　　　6 ．60

1day 　prior　to　delivery 14．43　　　　　　15，75　　　　　　　5．65　　（ng ／g）

Fctal　luロ 9 day 。f　ddiv α y 16．13　　　　　　26 ．28　　　　　　23．76
during　ddivery 16，03　、　　　　28 ．ユ1　　　　　　 18．20

lday　ph。r　to　ddive域 2iO〔ナ　　　　　1L50 　　　　　　　1．60　　（ng ノ琶）

Fet滋 Hver day ・f　de眼very 22、80　　　　　　54，40　　　　　　　7．95
durh亘g　ddivα y 10，60　　　　　　26．55　　　　　　　　8．30

‘
lday 　prior　to　deliv戯 y 2491．83　　　　　　　　　　　　　　　　628，03　　（ng ／g）

Fe祕 adren 凌 day　of　delivery 597，07　　　　　　　　　　　　　　　　3〔｝9 ．33
duri皿g　de撫 ¢ ry 662、50　　　　　　　　　　　　　　　　497．43

表 5　 The 皿 ovement 　of 　PGs 　in　rabbit 　tissues

MatemaL　serum

Decidu秩panctal誌
Feta且adrena 且

F6taHungPlaoen

；a （fetal　side＞

1

巴蹴 蜘 一 嬲
　 　 　 　 　 　 　 PGE1 　 駐GF2aPG 　E1，．PSFZti

53．4022
．60617
．8015
．55518
．00

4，2049
．551321
．65　

122

．5045
，85

14、5e　　　2．80
3Q，20　　100．00

62皇．50　427 ．55
ユ7，55　　19．亅60

208 ．00　　 48，25

（ng ／9）

．13．短時間 （15分間）で の 変化 で とらえた分娩

前分娩中の PGs の 比較 （衷 5 ）　　
’

　家兎は分娩直前 に な る と
， そ の ほ と ん どが毛を

む しり始め るが ， 表 5 に示 した成績は ， 家兎が毛

をむ し り始 め た 時 ， 開腹 し て一側角の 妊娠子宮を

摘出し ， その 後15分で 他側角の 子宮か ら胎児を娩

出 し始め た 時に ，他側角を摘出 し，各 々 の 子宮角

中 の PGs を比較測定 し た 症例で ある、極 く短時

間で の 姓娠中と分娩中 の PGs の 変動を と らえた

の で 興昧ある成績で ある．

　表中の 値は 2 羽の妊娠家兎 の 平均値で ある が ，

2 羽 とも，それぞれの 実測働 こは 大差を認め な か

つ た．

　成績 1 〜 12ま で に 示 した 3 羽〜 7 羽の 平均値の

値 と，成績 13の 値 とを 比較検討 して も， 両群 の値

ば 全 く同一
傾向で

， 差異を認め な か つ た ．

　壁脱落膜の 場合 ，
PGE

二 値は ， 分娩開始 15分

前 の 値 と分娩開始時の 値は ， ほ とん ど変化を認め

なか つ だ ，PGF
，、 は 分娩中 の もの は 著 しい増量

を示 した ．

　胎児副腎 の 場合は ，前述 の 7 羽 の 平均値 とほ ぼ

同 じ傾向で ，他の 組織に 比較 して 高値を示 した．

　胎盤実質部は ， 分娩と一番関係がある と考え ら

れ るが胎 児副腎 の 場 合を除 く他の 全 て の 組織と

比較 し て ， や は り PGs の 含有量は 最 も多か つ

た ．特に PGEI は PGF2a よ りもか な り多暈存

在 し，
PGE 群は 陣痛の 発来 に大 きな役割を演じ

て い るめで は ない か と考 えて い る．

　一方，
PGF2

、 は 前述 し た如 く胎盤非附着部脱

落膜組織で は，分娩中の 場合，他 の ど の時期 と比

較して も ， 最も多 く， 且 つ か な り多量 で ある こ

と， お よ び胎盤実質部 も含有量は それ程多量 で は

な い が
， 分娩に 至 つ て も含有量が減少 しな い とい

う意味で ， 子宮収縮に 大きな役割 を演 じて N ・る の

で は な い か と考え て い る，

　　　　　　　　 考　　案

　わ れわれは分娩時に 起 る母体 ・娩出児の 種 々 の

ト ラ ブ ル ，お よ びそ れに よ り発生する児 の 長期的

障害を な くすに は ，

・
完全な監理分娩を行 うべ ぎ将

ある 乏考えて い る．完全な監理分娩を行 うに は ，

関連医療従事者全て を含め て ，全員が完全な活動

の 拙 来る 目中分娩を行 うべ き で ある．日中分娩を

行 うた め に は，周産期医学，胎児学を含 め て の 総

合医 学体系を形作らねば な らな い ，無理 の な い 母

児 とも に安全な分娩を行 うた め に は ， まず ， 分娩
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に つ い て 基礎的 に 検討 しなけれ ばな らな い ． こ の

解明の た め ， われわれは ，   分娩発来機構の 解

明 ，   軟産道軟化 ・ 開大機構 の 解明 ，   妊娠

子宮筋収縮弛緩機搆の 解明 の 3点に つ い て研究を

進め て い る。  の 妊娠子宮筋収縮弛緩機構解明

に つ い て は
， 多数の 研究業績に もとつ い た 加藤の

説
3）4）

が発表され て い て， われわれ はほぼ 満足 の

得 られる説 と考え て い る．今回 は 分娩発来機構解

明を prostaglandinと の 関連 の 上で 検討した ．

　 ヒ ト分娩前後の PGs の 測定に 関する 研究発表

は主 に 羊水や血 漿に つ い て の 報告が多い ．

　Karim （1971）η
は ， 妊娠中 の ヒ ト羊水 中に は ，

PG 　 E
， は痕跡程度 （1・08ng！ml ）存在す る．分娩

中 ， 自然破膜例 の 羊水で は ，10例 の 平均は PGE
、，

o．9ng！ml ，
　PG 　E20 ．52ng！m1 ，

　 PG　 F
エ。21．08ng！ml

PG 　F
，a 　21・4ng！ml で あつ た ．また 15例の ヒ ト分娩

各期の 血漿中 の PG 　Fz
、 の 平均値は ，分娩第 1 期

3．38tig！m ・1， 第 2 期8．04ng1加 1
， 第 3期6・35ng！m1 ，

分娩後 3 時間O・Gl3ng！ml で あつ た と報告 して い

る．Mitchell 　et　al．（1976 ）
’Li）は

，
ア カ ゲ ザ ル で 羊

水中 の PG 　F
，
　PG　FM 濃度は 妊娠最終の 5 日間に

45倍に 増加 した ．こ の 増加は
， 羊水 と母体血漿 中

の estrogen 濃度 の 増加 と関連 し て い た ，正常妊

娠中は 母体末梢血 中 の PG 　FM レ ベ ル は上 昇 しな

か つ た と述べ て い る ．Satoh　et 　al ・（1979）
t2）

は ヒ

ト妊娠中は血 漿中 に dhk 　PG 　F
，、は 増加せ ず，　 dhk

PG 　F
，．
’
は羊水中に 分娩前0．89±Q．21nglmi， 分娩

中6・16±2・40ng！ml ．と著増する ． こ の こ とは ，

分娩中に PGF2
． の 生 産が 著明 に 増加 する こ と

を示 唆 して い る と述べ て い る， Kinoshita　 et　 al ・

（1977）
1°1

は ヒ ト母体血漿中の PGF2
。 を測定 し，

分娩数 日前3．7± 2−・5ng！ml ， 分 娩 第 1期 2・o±o ・9

ng ！ml ， 娩 出時 1．9± 1．4ng！m1 とし， 次 の 如 く結

論 して い る。母体血漿中 の PGF
、。 濃 度 は 分娩前

後 に 有意な変化を示 さなか つ た ．また ， 羊水中 の

PG ，　F 、、 は 38〜 40週 の 分娩前 L45 ±0・76ng！m1 ，．分

娩時 44．27± 32．81ng加 i と し，羊水中の plG　 F2a

は 著増 し たが ， こ の 源及 び子宮筋収縮 の 影 響は 不

明 とし て い る ．Keirse 　 et　 a1 ．（1974）
8）tま

， 羊水 中

の PGF を測定 し，・次 の 如 く述べ て い る．羊水中

の PGF の 含有量 1ま妊娠中期の 場合 よ り， 分娩発

来前の時期の 方が 有意に 多 く， 分娩発来前 よ り，

頚管が 3cm 前後開大し て い る時期の 自然分娩の

方 が よ り多 い との べ て い る ， また ，
Keirse　 and

Turnbull （1976）
9） は ， 羊水 中の PGs の 源を検討

し， 満期 ヒ ト amniotic 　 membrane と絨毛膜で の

PG の 生合成 と代謝に つ い て 研究 した ．　 PGs の 生

合成 と代謝は絨毛中で生 じた．羊膜中の酵素活性

は認め られな い か また は ご くわずか の 低活性で あ

つ た ．こ の 結果は 絨毛膜中の PGs の 高い 活動を示

してお り ， また 羊水 中 の PGs の 源と して重要で あ

る こ と を示
・
し て い る． ま た Willman 　 and 　 Collins

（1975）
13）

は妊娠末期 の PGE
、 量 を測定した結果 ，

臍帯 5．54±rO．88ng／100mg ， 脱 落膜 4．02± L78ng ！

100mg
， 子宮筋4．19± 1．64ng！100mg で あ り，羊

膜 225 ± 1．27ng！loomg ， 絨毛膜1．64± o．63ng！100

mg
， 胎盤 1・’04±O ・25rrg！1QOmg よ り高値 を 示 し

た．しか る に
， 分娩中ば脱落膜は 10．76±4．45ng1

100皿 g， 羊膜は 4・77±2・51ng！lOOmg となり， 分娩

中 PG は脱落膜，子宮筋で 高値で あつ た と報告 し

て い る．また ，
Wil’lman 　 et　 al．i4） は ヒ トの 臍帯 ，

胎盤 ， 羊膜 ， 絨毛膜 ， 脱落膜 ， 子宮筋中の PGE
、

’

PG 　Fbe 濃度を RIA で 測定し た ．結果は 全組織

に於 て ， PGF
、。よ り PGE

、 の 方が 27〜518％の

高値を示 した ．分娩予定 日の PG　 E2 （ng ！100mg ，

wet 　of　weight 　pf　tissue） は 臍帯 （5．54±0．88），

脱落膜 く4．02±」、．78），子宮筋
1
（4．19± LO6 ） と

高か つ た． 羊膜 （2．25± L27 ），

・
絨毛膜 （L64 ±

0，63）， 胎盤 （1．e4± 0。25）は低値で あつ た ．、し か

る に，分娩中で は 脱落膜 （IQ．76±4，45）， 子宮筋

（5，84± 2．65）， 羊膜 （4．77± 2．51）， 胎盤 （1．35

±0、53） で あつ た ， 分娩中， 脱落膜中 の PGE
、

値が上昇する との べ
“
1い る． PGF2 。も同様の 傾

向 で あつ た が
， 脱落膜と子 宮筋中 で

，
PGE

， よ り

低値で あ つ た とし ， 羊水中 の PG 増量は ，主 な源

は脱落膜 と子宮筋よ りで ある．と思われ る と の べ て

い る．

　現在 ま で の多 くの 研究業績に ょ りprostaglandins

が分娩に 関与 し て いる こ と は 当然考え られる ．し

か し ， 分娩発来機構 を検討す る た め に は ， 妊婦の

弓
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血清や血漿中 の PG ・ ．を測牢し て もJ／
・本質μ解明

に は 至 らな い と思 う． 血中に 天っ た ：PGs ば遽や ∵

か に 代謝され る し ，
PGs の つ くら れ る源 の 臓器組

織の 解明に もな らな い ． 羊水 中の PGs も本質 の

解明セこ はな らな い ．

　分娩発辛に対 し
， ま疼は 分娩時子宮収縮を考え

る時， 考慮され るべ き組織ば，妊娠子宮内の 各組

織が 当然考えちれ る．われわれ は ， こ の 考えられ

る各組織中ゐ PGs め 動態を娃娠家兎饗用 ulic検

討 した ．家兎は 複子宮を持つて お り，両側角子宮

に 夫 々 数羽 の 胎児を 妊娠 して い る 群 加ees）　4）
が 子

・

宮筋収縮弛緩機構を解明する研究を行つ た 時 ， 家

兎 ， ラ ッ トの複子宮 を実験 に用 い て ，同一個体の

妊娠分娩時の 酵 素活性 の 相 違 を 検討 して い る．

PGs の 研究の場合 も，妊娠時 と分娩時，短時間で

変化す る PGs，
’
の動態を同

一
個体

一Cl検討 す る に は tt

複子宮 は都合 の よ い 材料で あ．る、特に ，壁脱落膜

で の PGEs ・PG　F
，cr の 分娩前 日 ，

．分娩当日 ， 分娩

時の変化や1胎盤で の分娩当 日の PGE
、
・PGE

、

の 著明な高値や，PGEs が分娩時 よ り分娩直前 の

方が高値を示す こ とを 考える と， 次の 如く考える

の が よ い と思 う．PGE1 ・PGE2 は 分娩発来 に 関

与し
，

PGF2 。は 分娩が 既に発来 し た 後 の 子宮収

縮に 多 く関与す る と考え られ る．

　　　　　　　　　　文　　献　　I

　 l・稲川寿夫．，大木史郎 s・’沢田正 文，平毋文雄 ：

　　　鰄 oi     oassay 潔 よ る Pr。 staglandin の

　　　分離定量 に 関 す る 検討 （Studies　on 　Extraction
，

　　　Separation　 and 　 Estimation　 o 正 恥 o茸aglandi 直s
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